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Abstract: 世界シカケ化共創計画（セカシカ）は，システム思考で問題を捉え，遊び心あふれる「仕掛け」で解決策
を着想し，エコシステム設計で持続可能な事業モデルを検証・確立する共創型社会実装プログラムである。仕組み×仕
掛けで社会課題を解決し，持続可能な事業を創出することを目指して研究開発を進めている。本稿では，その構想の初
期モデルを提示し，システム思考と仕掛学を融合させた社会実装プロセスのあり方について提案する。

1. はじめに
世の中にある解決すべき社会課題の多くは，人の行動に起因

している。これらの社会課題を解決するには，人々の行動変容
を促すことが不可欠であるが，正論による行動変容には限界が
ある。京都・鴨川の「ポイ捨て禁止」看板設置により逆にゴミ
のポイ捨てを誘発してしまった事例 [1]は，いわゆる正論では
問題を解決できず，かえって状況を悪化させた事例のひとつと
して挙げられる。このような正論が通じない問題に対し，仕掛
学は遊び心あふれる「仕掛け」によって行動変容を促し，結果
的に問題を解決する手法のひとつとして提唱されている [2, 3]。
BIPROGY株式会社 総合技術研究所（以下 BIPROGY総

研）では，2024 年に BIPROGY シカケラボを創設し，デジ
タルな「仕掛け」を活用した仕掛学の社会実装に向けた研究開
発に取り組んでいる [4]。その活動のひとつとして，遊び心あ
ふれる「仕掛け」の着想を支援する Prism ワークショップを
提供している [5]。Prismワークショップで着想された「仕掛
け」による社会課題解決を持続可能な事業として創出するため
には，経済的価値だけではなく社会的価値を創造することが求
められる。
共通価値の創造（Creating Shared Value）は，事業活動を

通じて経済的価値と社会的価値を同時に創出するアプローチで
ある [6]。共通価値の創造により，企業と地域社会の繁栄とい
う好循環が生まれ，持続的な利益が実現すると言われている。
BIPROGY株式会社はこのような持続可能な社会をつくる

ため，社会課題解決に貢献できる，地球規模のデジタルコモン
ズを提供することを目指している [7]。デジタルコモンズとは，
社会に既に存在する私有財（企業・団体・個人のもつ財）や余
剰財（稼働率の低い財）を，デジタルの力で追加コストの少な
い共有財として広く利活用可能とすることによって，社会課題
解決における社会的価値と経済的価値の両立を可能とするコ
ミュニティである。
このようなコミュニティを形成するためには，さまざまなス

テークホルダーが業種・業界の垣根を越えて共存共栄できる仕
組みであるビジネスエコシステムを設計する必要がある。持続
可能な事業の実現には，ステークホルダー間で経済的価値だ
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けでなく，社会的価値が循環するエコシステムの設計が重要と
なる。

BIPROGY総研のエコシステムデザインラボは，ビジネス
エコシステムを創出し維持するために，参加するステークホル
ダーが事業活動を通して経済的および社会的価値の還元を受
け，事業継続のための資源とできる価値循環の設計手法を提案
している [8]。
そこで本稿では，BIPROGYシカケラボとエコシステムデ

ザインラボの研究成果を融合し，遊び心あふれる「仕掛け」に
よる社会課題解決と，仕組みによる問題発見と課題設定，そし
て社会的価値と経済的価値が循環するエコシステムを適切に設
計することで持続可能な事業として実現する構想の初期モデル
を提示し，仕組み×仕掛けによる社会実装プロセスのあり方に
ついて提案する。

2. 世界シカケ化共創計画（セカシカ）構想
世界シカケ化共創計画は，システム思考で問題を捉え，遊び

心あふれる「仕掛け」で解決策を着想し，ステークホルダー間
の経済的価値だけでなく，社会的価値も循環するようにエコシ
ステムを設計することで，持続可能な事業モデルを検証・確立
する共創型社会実装プログラムである [9]。図 1は世界シカケ
化共創計画構想の全体像を表したものである。

図 1: 世界シカケ化共創計画構想の全体像

2.1 問題発見と課題設定
事業の資源や活動，アウトプットから目指す成果までの論理

的な繋がりを示すロジックモデル [10, 11] を用いて，ついし
たくなる「仕掛け」による行動変容で解決する問題を発見し，
そこから解決すべき課題を設定して，ありたい姿の実現への道
筋を決定する。
ロジックモデル（図 2）は，投入する資源（リソース），そ

れを基にした活動（アクティビティ）とその結果として実装さ



れる製品やサービス（アウトプット），そこから波及する個人
の環境の変化や便益（アウトカム），活動の成果として目指す
ありたい姿（インパクト）を一方向に図示し，事業活動の成
果が社会課題を解決するまでの道筋を可視化することができ
る [8]。ロジックモデルは内閣府が推進する証拠に基づく政策
立案（EBPM: Evidence Based Policy Making）でも採用さ
れており [12]，行政機関との合意形成にも活用されている。

図 2: ロジックモデル

「仕掛け」のロジックモデル（図 3）は「仕掛け」による行
動変容から問題が解決したあるべき姿までの道筋をロジックモ
デルにマッピングしたものである。行動変容を促す仕掛け装置
がリソースとなり，アクティビティとしてその仕掛け装置を設
置した結果，行動変容が促される。仕掛け装置による行動変容
は個人レベルの行動変容を促し，それが集団レベルの行動変容
につながることで，最終的に問題が解決し，ありたい姿が実現
できるという道筋を示すことができる。

図 3: 「仕掛け」のロジックモデル

通常，ロジックモデルはリソースからインパクトまでを一方
向で表すボトムアップアプローチを取るが，「仕掛け」のロジッ
クモデルでは，ありたい姿から集団レベル，そして個人レベル
の行動変容を促すような仕掛け装置というように，トップダウ
ンアプローチも併用して問題発見と課題設定を進める。
図 4 は製茶・販売業の顧客向けに作成した「仕掛け」のロ

ジックモデルである。顧客から粒度の異なる数多くの課題を挙
げていただいた中で，仕掛けで解決できるものと仕組みで解決
すべきものとを分類し，それらの課題からありたい姿を設定
し，それぞれの課題につながる行動変容を設定することでロ
ジックモデルを構成している。

図 4: 「仕掛け」のロジックモデルの例

2.2 課題解決のための「仕掛け」の着想
Prismワークショップは課題を解決する「仕掛け」の着想を

支援するために BIPROGYシカケラボと名古屋大学が共同で

開発したワークショップである [5]。
従来の Prism ワークショップでは，参加者の時間的制約も

あり，身の周りにある既知の課題や，世の中にある典型的な課
題の中から事前にひとつを選択し，その選択した課題を解決す
る「仕掛け」を着想するという手法をとっていた。
また，身の周りにある課題ではなく，持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable Development Goals） [13] に取り組む
といった抽象度の高い課題が与えられた場合に，従来の Prism

ワークショップのやり方では，「仕掛け」で解決すべき課題に落
とし込むのが困難だった。
今回提案する世界シカケ化共創計画では，「仕掛け」のロジッ

クモデルを使用して，身の周りに数多く存在する課題からある
べき姿への道筋を示すボトムアップアプローチにより，解くべ
き課題を特定することが可能になる。これらの課題の中には
「仕掛け」で解決するのではなく，仕組みで解決すべき課題も
多く含まれており，我々が保有するデジタルサービスを導入す
るきっかけにもつながる。
従来の Prism ワークショップでは対応が難しかった抽象度

が高い課題に対しては，あるべき姿から集団レベルの行動変容
（長期的アウトカム）へ，そして個人レベルの行動変容（短期
的アウトカム）へ，最終的にそのような行動変容を促す仕掛け
装置（リソース）へと落とし込む，「仕掛け」のロジックモデ
ルによるトップダウンアプローチにより，Prismワークショッ
プで「仕掛け」を着想できる粒度の課題にまで落とし込むこと
が可能となる。
2.3 実証実験・効果測定

Prismワークショップで着想された「仕掛け」を試作し，概
念実証で効果測定をして効果が認められた事例がいくつか出
始めている [14, 15]。しかし，これらはあくまで「仕掛け」に
よる行動変容が起きたかどうかという効果測定にとどまって
いる。
例えば，公共交通の利用を促す「仕掛け」を社会実装するに

あたり，「仕掛け」単体による行動変容の効果だけでなく，それ
が社会にもたらす価値を測定する必要がある。公共交通の利用
促進によって，周辺の商業施設への需要創出効果や二酸化炭素
排出量削減といった波及効果も重要となる。

BIPROGYエコシステムデザインラボでは，そのような社
会的価値を指標化し，多面的に可視化して計算式に基づき変換
することでステークホルダーに事業の意義を伝える取り組み
を進めている [9]。このような評価指標を定めることができれ
ば，事業にかかわるステークホルダー間の経済的価値・社会的
価値が循環する事業モデルを検証・確立できるようになる。
2.4 エコシステム設計
「仕掛け」のロジックモデルにより，社会課題解決という成
果に至る道筋を示すことができるようになったが，ステークホ
ルダーへの価値の還元を表すことができないという課題があ
る。持続的な社会をつくるために，社会課題解決における社会
的価値と経済的価値との両立を可能するコミュニティであるデ
ジタルコモンズの実現のためには，ステークホルダー間のそれ
ぞれの価値循環を可視化して検討する必要がある。

Fengら [16]のステークホルダーバリューネットワーク分析
(Stakeholder Value Network Analysis) は，システム思考に
よるシステム設計手法のひとつであり，事業活動にかかわるス
テークホルダー間の関係を価値交換とみなし図示する手法で
ある。
丹羽ら [17] は，ロジックモデル上のリソース，アウトプッ

ト，アウトカムをステークホルダー間の価値交換と捉え，供給
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元・供給先となるステークホルダーを特定することで，ロジッ
クモデルで定義した事業構想をこのステークホルダーバリュー
ネットワークに変換し，分析することで，事業における価値循
環を抽出する手法を提案している（図 5）。

図 5: ロジックモデルとステークホルダーバリューネットワー
クの変換

この手法を用いることで，ロジックモデルによって「仕掛
け」をベースとした事業活動が社会的インパクトを達成するま
での道筋から，ビジネスを継続するために不可欠な価値循環を
検出することが可能になる。ロジックモデルからステークホル
ダーバリューネットワークに，またその逆へと相互に変換する
ことにより，事業にかかわるステークホルダー間で社会的・経
済的価値が循環するように設計することが可能になり，エコシ
ステムを適切に設計できるようになる。

3. おわりに
本稿では，いわゆる正論が通じない社会課題を仕掛学の遊

び心あふれる「仕掛け」で解決し，「仕掛け」による課題解決
を持続的な事業モデルとして創出するために，「仕掛け」のロ
ジックモデルとステークホルダーバリューネットワークを相互
に変換することで，経済的価値だけではなく社会的価値がス
テークホルダー間を循環するようなエコシステム設計を検証・
確立するための初期モデルを提示し，社会実装プロセスのあり
方について提案した。
今後は，世界を「シカケ化」すべく，遊び心と共創による行

動変容で社会課題を解決し，価値が巡るエコシステムで持続可
能な事業を確立することで，誰もが楽しく社会課題を解決でき
る世の中の実現に向けて研究開発を進めていく。
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